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3次元高精度地図データ 

3次元高精度地図データは多用途での利活用を推進する 

出典：COCN（産業競争力懇談会） 2015年度 プロジェクト 3次元位置情報を用いたサービスと共通基盤整備 
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事例：社会インフラ・維持管理 

電柱や電線の状態把握に利用可能 
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3次元高精度地図データの開発 

地図の仕様・作成手法などを「世界に先駆けて」開発 
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今後の整備方針 

2018年度までに全国高速道路・自動車専用道 約30,000Km※ を整備 
一般道(約35万Km)についても今後、整備予定 

（※上下線合計） 

青色：自動車専用道（都市高速含む） 
灰色：一般道路の例（幅員5.5m以上） 

データ量も大幅に
増加 
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商流(将来) 

一般道整備、自動走行以外の用途での利活用が進むことでデータ・技術情報の
接受先は拡大する見込み 
⇒データ及び技術情報の保護が重要な課題 
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データ・技術情報の保護に対する課題 

地図会社/測量会社 許諾先企業等 ダイナミックマップ 
基盤事業株式会社 

地図会社/測量会社 

・図化データ 
・点群、画像データ ・図化データ(DMP FMT) 

・点群、画像データ 
課題② 
不正アクセス防止に向けた
セキュリティの強化 

・仕様 
・作成手法 等 

・仕様 
・作成手法 等 

課題① 
契約による不正
防止義務 

課題① 
契約による不正
防止義務 

課題⑤ 
不正提供への対応 

課題④ 
リバースエンジニアリング
への対処 

非許諾先企業等 

課題③ 
提供先における不正アクセス防止に
向けたセキュリティの強化 

課題⑤ 
不正提供への対応 

リバースエンジニアリング、悪意を持った不正提供に対する有効性のある対策は、
現時点では確立していない 
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まとめ 

弊社の3次元高精度地図データ仕様・作成手法は、現時点では世界的に見て
も先進的であり、不正利用の防止が必須 
特に、データ自体の不正利用のみならず、技術資料の不正利用による逸失利益
が拡大(海外でのビジネスに利活用する等) 
今後、整備範囲拡大・オープンデータ化に伴い、多くの事業者や利用者が出てく
る場合、“H/W面のセキュリティ施策”や“契約面での義務化”では不正利用を防
げないケースを想定 

不正利用を予防するための法制面の整備をお願いしたい。 
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